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ロジックモデルについて
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１．国の動向

地域の現状や課題に即した施策の検討においてロジックモデル等のツー

ルが有用であると考えられるため、第８次医療計画において、ロジックモ

デル等のツールを活用できるよう指針で示すほか必要な取り組みを行うこ

ととする。

令和４年12月28日「第８次医療計画等に関する意見のとりまとめ」（抄）
（厚生労働省「第８次医療計画等に関する検討会」）
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２．ロジックモデルの概要

○ロジックモデルとは
計画の目標である長期成果（最終アウトカム）を設定した上で、それを

達成するために必要となる中間成果（中間アウトカム）を設定し、当該中
間成果を達成するために必要な個別施策を設定する等、計画が目標を達成
するに至るまでの論理的な関係を体系的に図式化したもの。

（「都道府県循環器病対策推進計画の策定に係る指針」令和２年10月29日厚生労働省健康局がん・疾病対策課長通知）

【ロジックモデルのイメージ図】
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２．ロジックモデルの概要

○ロジックモデル導入のメリット（導入自治体の感想）
・目標や指標を体系的に整理することでPDCAサイクルが強化され、計画
の実効性が向上する

・計画の全体像や最終目標が共有され、審議会等の議論が活性化する
・引継ぎ等が容易になり、政策の継続性が担保される 等
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＜「Ｐ」での効果＞

施策と目指すべき姿（最終アウトカム）との関係が論理的・体系的に
整理された計画を策定できる。
＜「Ｄ」での効果＞
目指すべき姿を意識した施策の実施が容易となる。
＜「Ｃ」での効果＞

施策・各種アウトカム・指標の関係が整理されているため、施策の効
果を適切かつ容易に評価できる。
＜「Ａ」での効果＞

上記の評価により効果的な施策の選定が可能となり、より実効性の
ある計画への見直しができる。 4



２．ロジックモデルの概要

○自治体計画への導入事例
・第７次医療計画（大阪府、愛媛県、佐賀県、沖縄県など）
・都道府県循環器病対策推進計画（長野県含む約15県）
・都道府県がん対策推進計画（秋田県、奈良県、島根県、沖縄県など）等

参考：第７次沖縄県医療計画 ロジックモデル（脳卒中）
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３．次期医療計画へのロジックモデル導入について

５疾病（がん、脳卒中、心血管疾患、糖尿病、精神疾患）・６事業（救急医療、
災害医療、へき地医療、小児医療、周産期医療、新興感染症）及び在宅医療とす
る。

（1）ロジックモデルを導入する分野

（2）ロジックモデルの検討体制

以下のワーキンググループ及び既存会議体作業部会において検討する。

会議体 ロジックモデルの分野

救急・災害医療ワーキンググループ 救急医療・災害医療

小児・周産期医療ワーキンググループ 小児医療・周産期医療

生活習慣病等対策・歯科・医薬ワーキンググループ 糖尿病

外来・へき地・在宅医療ワーキンググループ へき地医療・在宅医療

新興感染症等の感染拡大時における医療ワーキンググループ 新興感染症

がん対策推進協議会作業部会 がん

循環器病対策推進協議会作業部会 脳卒中・心血管疾患

精神保健福祉審議会作業部会 精神疾患

6



４．ロジックモデルの様式について

第７次医療計画策定時にロジックモデルを導入している県を参考に、当県のロジッ
クモデル様式を以下のとおり想定。

【ポイント】
・右から（目指す姿から）検討する。
・横軸の説明(表現)は統一し、縦軸は各疾病・事業ごとに設定する。
・ロジックモデルに掲載する指標は、代表的な指標に絞る。 7
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５．ロジックモデルと計画本文の対応関係

計画本文の内、目指すべき方向・施策の展開・数値目標に関して、ロジックモデ
ルから落とし込むことを想定。（「ロジックモデルを検討する」≒「計画本文を検
討する」）

 

 

 

１ ○○の状況 

    ～～～～～略～～～～～ 

 

１ 目指すべき方向 

（１）最終アウトカム１ 

○ 中間アウトカム１ 

○ 中間アウトカム２ 

（２）最終アウトカム２ 

   ○ 中間アウトカム３ 

２ ○○の医療体制 

３ 二次医療圏相互の連携体制 

 

 

１ 中間アウトカム１ 

 ○ 個別施策１ 

○ 個別施策２ 

２ 中間アウトカム２ 

  ○ 個別施策３ 

 

 

区分 指 標 
現状 

(2023) 

目標 

(2029) 

目標数値 

の考え方 

備考 

（出典等） 

Ｏ 最終アウトカムの指標 ○○     ○○ 
全国平均を目指

す。 
厚生労働省 

      

 

第１ 現状と課題 

第２ 目指すべき方向と医療連携体制 

第３ 施策の展開 

第４ 数値目標 

 

計画本文構成（イメージ）ロジックモデル

【ポイント】
・目指すべき方向、施策の展開はロジックモデルを概ねその
まま記載する。（現状と課題についてはロジックモデルに
記載はしない。）

・「第４ 数値目標」については、「第４ 指標一覧」に改め、
ロジックモデルに掲載の指標に加え、必要な指標を掲載す
る想定。
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６．医療計画策定WGでの協議の進め方について

第１回
WG

第２回
WG

第３回
WG

第４回
WG

R5.3 R5.5～6 R5.7～8 R5.9～10

策定委員会（素案）
圏域連携会議
パブリックコメント 等

R5.11～12

第１回WG

目標：ロジックモデルの概要説明、現状と課題の確
認

・ ロジックモデルの概要説明及びスケジュールの
共有
・ 現計画の進捗評価、各分野の現状・課題の確認

第２回WG
目標：ロジックモデル（たたき台）の検討
・ 各分野のロジックモデルについて、 事務局か
らたたき台を提示
・ 第１回WGで確認した現状・課題等を踏まえ、最
終アウトカム・中間アウトカムを中心に意見交換

第３回WG
目標：ロジックモデル（案）・計画本文（案）の検討
・ 第２回WGでの検討を踏まえたロジックモデル
（案）を提示
・ 計画本文（案）も提示し、現状と課題、方向性、
施策、指標を検討

第４回WG
目標：ロジックモデル（案）・計画本文（案）の決定

・ 策定委員会等に諮るロジックモデル及び計画
本文（案）を決定

各WGにおける目標、議題等

策定委員会（骨子案）
圏域連携会議 等

R5.8～9
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